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本 校 の 教 育 目 標 

人権尊重の精神を基に豊かな人間関係
を築き、社会生活を営む上で必要な基礎
学力を習得し、豊かな情操と公共の精神
を養い、健やかな身体を育むことができる
よう、次の教育目標を設定する。 

   ○ 心身ともに健康な生徒 

    〇 自ら学び、考え、実行できる生徒 

    ○ 礼儀正しい生徒 

道徳の重点 

○社会に貢献できる生徒を育てる。 

○より良い人間関係を育てる指導の充実を

図る。 

学力向上を図るための基本方針 
 
生徒が能動的に学ぶことにより、認知
的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経
験を含めた汎用的能力の育成を図る。 
 
ア 学んだ知識や技術を活用して「考えさ
せる授業」を展開し、思考力・判断力・
表現力の育成を重視する。 
イ 数学・英語の少人数授業や授業の工

夫・改善を推進し、基礎・基本の定着を

図り、生徒の個性や能力を伸ばす。 
ウ 授業改善推進プランを実行し、学ぶ意
欲や態度を育て、主体的に学習する能
力を育成する。 
エ 各教科、道徳及び特別活動の指導を
充実させ、指導内容の厳選とともに、
個々の生徒の興味・関心を生かした指
導方法及び評価方法の改善に取り組
む。 

各教科の指導の重点 

 
○授業の工夫・改善を推め、生徒の興
味・関心・意欲を高める。 

○基礎・基本の定着を図るとともに、自ら
課題を発見し、解決を図る能力を育て
る。 

○数学・英語で、少人数習熟度別学習を

推進し、学習の個別化・ 個性化を図

り、生徒の個性や能力の伸長を図る。 
○数学は、ステップ学習を全校で実施し、
その結果を基に基礎学力の定着を図
る。 

○学習指導講補助員による補習教室を
放課後及び土曜日に行い、学習内容
の定着が不十分な生徒の基礎学力の
確実な習得を図る。 

○各教科の特徴を活かし、 
  ①「体力の向上」 
  ②「食育･健康教育」 
  ③「ものづくり教育」 
  ④「道徳教育」 
  ⑤「心の教育」 
  ⑥「人権教育」 
  ⑦「安全教育」 
              等を推進する。 
 またタブレットを活用し、オンライン学習
など、多様な学習の機会を保障する。 

授 業 改 善 に 向 け た 視 点 と 工 夫 

教育課程編成上の工夫 指導内容・指導方法の工夫 評価・評定の工夫 家庭や地域との連携の工夫 研究・研修の工夫 

・おおた教育ビジョンを着実

に実施するため、区の

様々な施策を教育課程編

成に反映させる。そして、

全教員が区の方針をよく

理解した上で、実践する。 

・始業式、終業式の日に授

業を実施するとともに、金

曜日の５校時に授業振り

替えを行い、授業時数を

確保し、教育課程を完全

実施する。 

・数学科、英語科で少人数

展開授業を通年実施し、

個に応じた指導を徹底し

て行う。 

・朝読書の時間を設け、読書

習慣や読解力を身につけ

させる。 

・習得・活用・探究を意識

して指導する。 

・全教科において言語活動

の充実を図る。 

・全教科で反復練習を習

慣化し、基礎・基本の定

着を図る。 

・アクティブラーニングの手

法を取り入れ、主体的・

対話的で深い学びを実

現する。 

・ICT 機器を利活用し、生

徒の興味・関心を高め、

視聴覚に訴える授業を

行う。 

・外部指導員や大学生ボ

ランティアとの連携によ

り、授業の工夫・改善や

行事の内容を充実させ

る。 

・健康・食育・体力向上を

充実させる。 

・学校が示す「目標に対

する成果指標」につい

て、学期毎に調査・分

析を行い、その達成率

を高める手立てを構築

する。 

・各教科作成資料を基 

に、評価･評定の内容

や方法について、１学

期中に生徒・保護者に

周知する。 

・生徒の学習意欲を引き

出すために、ねらいと

学習内容、評価の一

体化を図る。 

・外部評価、生徒・保護

者の評価等を授業改

善に生かす。 

・生徒による授業評価を

行い、授業改善に反映

させ、学力向上を図

る。 

・体力・生活習慣改善表を活

用し、生活習慣の大切さに

ついて学校と家庭が連携し

て指導を行う。 

・学校 HP や学校だより、学 

年だより等を通して学校の

教育活動を知らせ、授業規

律の確立や倫理観の育成

に取り組み、保護者の理解

と協力を仰ぐ。 

・教員や生徒・保護者がともに

参加する行事を充実させ、

学校と家庭の連携を深める

手立てとする。 

・ボランティア活動への参加を

通して、奉仕の精神を育成

する。 

・オンラインによる授業配信を

行うなど、自宅学習の環境

づくりを進め、家庭と連携し

て、生徒が安心して生活で

きるよう支援する。 

・校内研究授業や研修を行

い、教員の意識を高め、授

業力の向上を図る。 

・「思考力・活用力をつける

ための学習形態」「二極

化に対応する指導」「ICT

を活用した分かりやすい

授業の形態」を中心に、

年８回の研修会を開き、さ

まざまな角度から課題解

決を図る。 

・OJT 研修を通して、若手教 

員の育成に学校全体で

取り組む。 

・教員相互の授業観察を行

い、評価し合いながら、互

いの研鑽に励む。 

・小中一貫教育研修会で教

科等の継続性が図れるよ

うに研修を深める。 

・外部での研修の成果や情

報を校内で共有する。 

学 校 経 営 方 針 

【 Yukigaya Active School 】 
  教職員が「主体的かつ対話的な指導」

を実践し、生徒の「深い学び」を実現する

教育活動を実践する。 

  また、全教職員が「チーム雪谷」の一員 

 という意識をもち、常に組織で対応する。 

特別活動の重点 

○行事や生徒会活動・学級活動の活性化

を進め､自主性･協調性を培う。 

総合的な学習の時間の重点 

○課題発見学習や問題解決学習により､

主体的･創造的な思考力と 判断力を育

てる。 

○「生き方学習」を推進し、望ましい自己実

現に取り組ませる。 

スポーツ教育の重点 

○体力向上、健康教育、食育を通して心身

の健康と逞しい体作りに取り組ませる。 

生活指導の重点 

○基本的な生活習慣を身につけさせ、規律

を重んじ、礼儀正しい生徒を育てる。 

○スクールカウンセラーを中心とした教育

相談を充実させる。 

進路指導の重点 

○発達段階に応じた系統的な進路学習・キ

ャリア教育を推進する。 

〇主体的に進路を選択し、実現に向けて努

力する生徒を育てる。 

・日本国憲法 

・教育基本法 

・学習指導要領 

・東京都教育目標 

・大田区教育目標 

・本校生徒の実態 

・育てたい生徒像 

・保護者からの期待・要望 

・地域の特性 


